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タイムアウトまでおよそ7199秒です。  印刷

 

タイトル「2011年度シラバス（学部）」、フォルダ「2011年度シラバス（学部）-専門科目-工学部-機械工学科-2～4年次配当科目」

シラバスの詳細は以下となります。 

 

科目名   ＊熱力学Ⅰ   

担当教員   副島 光洋     

対象学年   2年   クラス   [071]   

講義室   ８２１１教室   開講学期   前期   

曜日・時限   月４   単位区分   必   

授業形態     単位数   2  

準備事項     

備考     

Ａ講義概要/Class Outline 

社会と産業の維持発展に必要な膨大なエネルギのほとんどが熱として生成・伝達・貯蔵・放出・消滅の変化を受ける。そのとき

の温度の変化に代表されるような熱的な状態の変化を対象とする学問が熱力学である。つまり、気体、液体および固体のもつ

熱エネルギを利用する工学や技術に関する力学であり、内燃機関、ボイラ・蒸気タービンやエアコンのようなエンジン、動力プラ

ント、空調システムなどの熱エネルギ変換技術の理解に役立つ学問である。熱と単位、熱力学の法則、気体の状態変化、サイク

ルなどに関する講義を通して、熱エネルギの授受や変換における熱量、仕事およびサイクル効率に関する理論を学び、かつ具

体的な問題の演習を通して、それらの理解を深め応用力を養う。 
（達成目標） 
・熱と単位、状態式と状態量やエネルギ保存則（熱力学の第一法則）を理解し、熱の授受に伴う内部エネルギ変化や外部へなし

た仕事が求められる。 
・可逆変化と仕事、Ｐ－Ｖ線図、流れ系のエネルギ式やエンタルピ変化について学び、定常流れ系における熱エネルギ変換量や

工業仕事が求められる。 
・理想気体の状態式や種々の状態変化を理解し、状態変化に伴う熱量の授受、内部エネルギ変化や外部へなした仕事が求め

られる。 
・カルノーサイクル、エントロピ変化や熱力学の第二法則について学び、サイクルにおける熱の授受、仕事ならびに効率が求め

られる。 
・熱やエネルギの知識を習得し、エネルギの有効利用や省エネの対策につながる工学や技術について考える力（エンジニア・セ

ンス）を養う。 

 
授業時間：22.5時間   

Ｂ講義計画(テーマ及び学習内容) 

回 内容

1
授業の概要説明、熱と単位（温度、熱平衡、熱とエネルギ、熱容量と比熱） 
講義のガイダンス。絶対温度、熱力学の第零法則、ジュールの実験、熱の仕事当量、熱容量、比熱の定義など。

2
熱と単位（熱力学の諸量と国際単位）、問題演習 
熱力学の基本単位、組立単位、圧力、密度、比体積、仕事と動力、熱量とエネルギなど。熱と単位の問題演習。

3
熱と単位のまとめ、問題演習 
第１回と第２回のまとめの問題演習

4
熱力学の第一法則（状態と系、エネルギ保存、内部エネルギ）、問題演習 
状態式と状態量、エネルギの保存則（第一法則）、内部エネルギとエネルギの式など。熱力学の第一法則の問題演習。

5
熱力学の第一法則（可逆変化と仕事、流れ系のエネルギ式）、問題演習 
可逆変化と仕事、Ｐ-Ｖ線図、定常流れ系のエネルギ式など。熱力学の第一法則の問題演習。

6
熱力学の第一法則（エンタルピと工業仕事）、理想気体（状態式、比熱）、問題演習 
エンタルピの式、工業仕事、Ｐ-Ｖ線図と工業仕事など。理想気体の状態式、ガス定数、比熱。熱力学の第一法則の問題

演習。

7
熱と単位、熱力学の第一法則のまとめ、問題演習 
第１回～第６回のまとめ、その問題演習。

8

まとめ及び演習（中間の理解度評価）、ノート検査 
熱と単位、熱力学の第一法則など、学習内容に対する理解度を調べ、中間の成績評価および学習指導を行う。ノートを

検査する。

9
理想気体（状態式、比熱、内部エネルギ、エンタルピ）、中間試験の成績評価 
理想気体の状態式、ガス定数、比熱、内部エネルギ、エンタルピ、ジュールの法則。答案の返却など。

10 理想気体（可逆的な等温変化、等圧変化，等容変化、可逆的な断熱変化）、問題演習 
理想気体の状態変化、可逆的な等温変化、等圧変化や等容変化で加えられた熱量、外部になした仕事など。理想気体
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の問題演習。

11
理想気体（可逆的な断熱変化、不可逆的な変化など） 
理想気体の断熱変化やポリトロープ変化で加えられた熱量、外部になした仕事など。理想気体の問題演習。

12
理想気体のまとめ、問題演習 
第９回、第10回および第11回のまとめ、その問題演習

13
熱力学の第二法則（サイクル、カルノーサイクル、エントロピ） 
原動機サイクル、可逆サイクル、熱効率、動作係数、カルノーサイクルの熱効率、エントロピなど。その問題演習。

14
熱力学の第二法則（エントロピの具体的な計算方法、T-S線図） 
理想気体の状態式を応用したエントロピの計算、可逆過程とT-S線図の関連など。その問題演習。

15
全体のまとめ、問題演習 
学んだ内容のまとめ、その総合的な問題演習。

Ｃ到達目標/Class Goal 

05TM~08TM 
（Ｆ）ものづくりに役立つ体系的知識を習得し、技術課題を主体的に解決する能力を身につける。 
09M~ 
（Ｆ）機械工学の根幹を成す工作法と４力学の基礎を身につける。   

Ｄ準備学習の内容(事前･事後学習) 教科書やノートを主に予習復習を1時間程度行い、授業に臨むこと。   

Ｅ評価基準GradingCriteria 
（TM04以後）秀（S）：90〜100点、優（A）：80〜89点、良（B）：70〜79点、可（C）：60〜69点、不可（D,E）：59点以下 
（TM03以前）優（A）：80〜100点、良（B）：70〜79点、可（C）：60〜69点、不可（D,E）：59点以下   

Ｆ評価方法/Grading Method 
ほぼ毎回実施する講義内容の理解度をチェックするための問題演習やノートチェック（20点）、中間試験（30点）、期末試験（50
点）の合計100点   

Ｇ受講上の注意/Class Rules 指定の教科書、ノートならびに電卓を必携すること。ノートを自力で執ること。課題レポートを提出すること。   

Ｈ受講制限/Prerequisit なし   

Ｉ 関連する科目RelatedClass 熱力学Ⅱ、熱力学演習、エンジンシステム、機械工学実験Ⅰ・Ⅱ、伝熱工学、自動車工学など。   

Ｊ教科書/Text 

著者名 宮部英也、斉藤 猛 編著  

著書名 基礎力学演習『工業熱力学』改訂版  

出版社名 実教出版  

ISBNコード ISBN4-407-02269-8  

Ｋ指定図書/Assigned Books 

著者名 （社）日本機械学会  

著書名 JSMEテキストシリーズ『熱力学』  

出版社名 （社）日本機械学会  

ISBNコード ISBN4-88898-104-3  

著者名 谷下市松、北山直方 共著  

著書名 図解『演習熱力学』  

出版社名 オーム社  

ISBNコード ISBN4-274-08415-9  

Ｌ参考文献/Bibliography 

著者名 一色尚次、北山直方 共著  

著書名 『伝熱工学』  

出版社名 森北出版  

ISBNコード ISBN4-627-61071-8  

著者名 広安博之、寶諸幸男、大山宣茂 共著  

著書名 改定『内燃機関』  

出版社名 コロナ社  

ISBNコード ISBN4-339-04067-3  
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